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時間変動ジオポテンシアル場によるカオスモードの 発生とULF電波への影響

Generation of a new chaos mode by time varying geopotential field and the effect on ULF
electromagnetic emission
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ジオポテンシアル場の時間変動（時間変動ジオイド高）を考慮し、楕円体高と標高の時間変動式を新しく導出

した。ジオイド高の時間変動を最も簡単な正弦波とし、地震の繰り返し周期と プレート間の地殻変動の位相差を

仮定すると、標高変動がジオイド高変動に一致してくると不安定（カオス状態）となる。これは標高変動がジオイ

ド高の変動以上に発達しないことを意味する。九州の地殻変動調査ではジオイド膨らみの周りで破壊を生ずること

が検出された。理論と実際の地殻変動で確認されたのでこれをジオイドカオスモードと名付けた。このモードの発

生時点で擬似全磁力場を仮定しどの程度の ULF 電波が放出されるかを調査した。

楕円体高の時間変動 dh は理論的にほぼ正標高の時間変動 dH に等しい。ジオイド高の時間変動をｄＮとすると

　　　　　　　　　ｄｈ＝ｄＨ＋ｄＮ

が成り立つが、実際には ｄｈ～ｄＨ で、ｄＮはこれらに比べて極めて小さいので無視される．

　最近の国土地理院の御前崎における水準測量とＧＰＳの測量結果から、両者は一致しないことが明らかにさ

れた。田中（１９９９）は両者を整合させる理論式を提案した。即ち、

　　　　　　　　　ｄｈ～ｋ１・ｄＨ

　　　　　　　　　ｄＨ～ｋ２・ｄＮ

但し、ｋ１とｋ２は定数である．いま、楕円体高の時間変動は標高とジオイド高の時間変動の関数で全微分が

可能であると仮定すると、次式が得られる．

　　　　　ｄｈ～ｋ１・ｄＨ　＋ｋ１・ｋ２・ｄＮ

　この式を解くため重力の時間変動を下記のように仮定する。

　　　　　ｄ△ｇ～ｄ△ｇ・sin（Aｔ-B）

A は地震の繰り返し周期、B は地殻変動の位相差とする．これを代入して解くと、極大値に近づく過程では標高

の時間変動Ｈは

   Ｈ（ｔ）～ho-Ｆ(ｔ）／（１-C・sin(Aｔ-B))

が導出される．C は１に近い定数で、ho は高さの初期値である．

　　　　　Ｆ（ｔ）～ ｋ３・ｔ

で 楕円体高の時間変動である．ｋ３は一様勾配の係

数である．また、ｄ△ｇ は  萩原（１９７６）より

　　　   ｄ△ｇ　～（比例定数）dE

で与えられる。ｄE は歪みの時間変動である．

　これらの結果を参考にして、擬似全磁力場を仮定しながら、時間変動重力場を電磁気変動に変換し、カオス

モードの発生時に放射される ULF 電波の強度を概算中で、最近屡々提案されている地震前兆電磁波モード につい

て報告する．


